







































































































































































































































































































を直接参照して頂きたいと思う。 （同上書， 54-56頁） 「従来は， 自然界の法
則は神の秩序と考えられ，そのうちに神の配慮が認められた。自然界の秩序は
人間界の秩序と併せて一つの大きな宇宙の秩序に統一されていた。……その秩
序は従って合目的的なものと考えられ，その宇宙秩序が逆にまた神の存在をあ
かしているとも見られた。……そういう秩序の思想はずっと古くピタゴラスや
プラトンに遡り，更に太古の諸民族にまで遡りうるであろう。近世になっても
ヶプラーやニュートンのような自然科学者が， 自分達の研究を目して， 自然の
法則を認識することによって神の経綸の秘密を探ろうとするのだと考えてい
た。併し科学的世界像が一応確立されるのと並行して， 自然観が目的論的から
機械観的に変ってゆき，そこから自然と人間との関係に根本的変化が生じて来
たことは，周知の通りである。その過程は，自然観が宗教的世界観の母胎から
離れて来た過程である。……その後， 自然界は，機械的必然の法則に支配され
た，我々のことには全く無関心な，非情の世界，冷やかな死の世界の相貌を深
めて来た。……宗教が古い目的論的な自然観に立脚しているというだけでは，
現代では少くとも不充分である。……（「世界が目的論的に観られるとは，世
界がそのうちに於ける人間の存在と根本に於て調和せるものとして観られると
いうことである。人間が世界の諸物の優位なる代表と見られ，世界が人間を中
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心として観られることであり，人間存在の意味や目的を基準にして世界の意味
や目的が考えられるということである。」） （同上書， 57頁）……併し上に云っ
たような，我々の人間的なあり方を抹消するインディフェレントな自然秩序を
も，なお神の秩序と見なしうるということが果して可能であろうか。或はそれ
はどこまでも神の観念とは相容れないものなのであるか。そのいづれであって
も，神についての従来の観念に，また人間についての従来の観念に，大きな問
題を投ずることにならざるを得ない。併し今までのところ宗教は，そういう根
本的な仕方では科学との対決に入っていないのである。」「宗教と科学という問
題は，神観そのものにまで触れるような根本的なところからでなければ，恐ら
く本当に問題として取上げたことにもならない。」と云われる。 （同上書， 54
頁）ここに引用した文章に表明されている意見や立場には，私もその隷尾につ
いて根本的に賛同するものである。
現代においては，後節で少し述べるつもりであるが，超越的人格的な創造神
に基づくたぐいの有神論の立場は却って深い開かれた宗教への接近超脱を阻ん
でいるところがあると考えられるのである。そして又，近代以来の科学の発達
進歩は成程一面においては上に云われているように宇宙や自然界を機械的必然
性の法則に支配された人間にとって関係のない冷やかな世界として顕わにして
くる面をもつが，然し又逆に人間が如何にその大いなる母胎としての宇宙環境
や生息環境に包容されながら生かしめられて生きているものであるかという実
相を明らかにすることによって却って両者を密接な親縁関係において和解融和
せしめる面をも持つと思われるのである。
私は，繰返し述べてきたように，宇宙の生成や構成とその創造的進化，銀河
系島宇宙のなかの太陽系における原始地球の進化，それに伴う動植物生命体と
いう生息態系の誕生進化，更にはそうした生態系内におけるヒトそのものの誕
生進化などの問題については，何所までも宇宙科学や地球科学や生命科学など
の立場からその実相を在るがままのリアールな姿において解明していくべきも
のであって，それらの呪術的神話的形而上学的などの立場からの論議には徒に
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立入らないという態度をとらざるを得ないと考えているものである。その場合
そうした地球上における生態系内のヒトそのものの誕生進化も宇宙環境や太陽
系内地球における無機界や有機界にわたる凡ゆる存在，例えば水や酸素や炭素
などを始め植物生命に続く蚤白質生成以来の猿類という動物生命にいたるまで
の極めて多くの植物生命や動物生命をその物理化学的や生命科学的な極めて恵
まれた直接間接の好都合な条件や因縁として縁起し進化してきたものなのであ
るから，そうしたヒトの生存はその奥深い根源において宇宙環境や地球上の生
態系に広く連なり，その根深い根底においてそれらと切離し難く結びつきなが
ら諸共に存在し，共々に生かしめられながら生き纏て死滅していくのである。
その意味で，人間は少なくとも本来宇宙や人間をその思い上った傲慢な自己中
心的な視点から解釈すべきではなく，寧ろ逆に人間はその実相に従って宇宙環
境における万物万法に飽くまで謙虚にその自己を修証されて，あるいはまさし
く大自然の生命とでも云うべき「造化に随って造化に帰れ」 （芭蕉）といった
態度において，更に人間界においてはその生命や生活を凡て天真に稀有の花た
りうる自他不二なるものとして互に親和尊重し合いうるような理想の社会や世
界を実現すべく，その生死を現成せしめていくという，云わばコペルニクス的
転回をへた方向に志向すべきであろうと思う。
こうした意味で，私は，最後に言わずもがなの蛇足的なことを甚だ散文的に
申すようですが，私の経験からおして，現代の鉄やコンクリートやアスファル
トや汚染された大気などに包まれ，而も「眼差しの地獄」に満たされた，打算
社会的な大都市社会のなかに住む人々には困難なことではあるとしても，出来
るだけ高い海抜面から澄んだ雲のない夜の満天に鎮められた光り輝く無数の星
々の姿を深く無心に見詰め，人間の生命的現存そのものが無始無終にして無辺
無彊なる宇宙環境という場において生起せる一つの歴史的な出来事なのであ
り，そうした宇宙環境と深い根源において重々無尽に自他不二なるものとして
一つに連続し，それに包容されてのみ生かしめられながら生きているといった
ような意味の感動をリアールに実感する体験を何時かしみじみとお持ちになり
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得る人々は幸運であると云うべきでもあろう，と思う。そして，又，そうした
体験がわれわれ人間にその宇宙環境における根源的な地位という問題を考える
ことになったり，あるいはそのいわゆる脚下を照顧するという糸口を与えるこ
とになる場合も決して少なくないであろう，と思うのである。
第二節 地球上生態系におけるヒトの地位
第三節 人間の文化と社会と歴史（以上予定）
（続く）
- 61 -
